
 

２０１６年 ７月１５日 ＪＲ東労組新潟地本ＯＢ会ニュース Ｎｏ．４５号 
 

  東日本旅客鉄道労働組合新潟地方本部ＯＢ会 

〒950－0086   新潟市中央区花園 1―1―1 

   

発行責任者  山 崎 次 男 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
長
に
新
潟
支
部
・
沢
口
委
員
を
選
出 

第
２
０
回
総
会
は
１
２
時
、
会
場
の
支
社
大
会

議
室
に
委
員
、
傍
聴
者
、
そ
し
て
来
賓
、
各
支
部

の
Ｏ
Ｂ
会
担
当
者
の
皆
さ
ん
、
役
員
合
わ
せ
て
総

勢
８
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
は
細
谷
副
会
長
の
司 

会
で
始
ま
り
、
議
長
に
は
新 

潟
支
部
の
沢
口
委
員
が
選
出 

さ
れ
、
以
後
沢
口
議
長
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。 

渡
部
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
挨
拶
、
４
名
の
来
賓
挨
拶

と
続
き
、
役
員
側
よ
り
経
過
報
告
、
会
計
報
告
、

活
動
方
針
案
、
予
算
案
な
ど
を
提
案
、
９
名
の
委

員
の
質
疑
を
経
て
、
満
場
一
致
決
定
し
ま
し
た
。

途
中
か
ら
た
し
ろ
議
員
の
奥
さ
ん
が
到
着
、
盛
大

な
拍
手
の
中
で
「
た
し
ろ
は
労
働
者
の
立
場
で
頑

張
る
」
と
の
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
役
員
選
出
で
は
こ
の
間
議
論
し
て
き

た
こ
と
に
踏
ま
え
、
若
返
り
し
た
新
体
制
が
発
足

し
ま
し
た
。 

最
後
に
山
崎
新
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総

会
は
終
了
し
、
そ
の
後
駅
前
の
ク
オ
リ
ス
に
会
場

を
移
し
、
盛
大
に
慰
労
会
を
開
催
し
、
旧
交
と
懇

親
を
深
め
合
い
ま
し
た
。 

渡
部
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
挨
拶 

①
１
年
間
に
５
名
の
会
員
が
他
界
、
長
年
組
合

員
、
Ｏ
Ｂ
会
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
き
た
生
き
方

に
敬
意
を
表
し
ご
冥
福
を
祈
る
。
②
総
会
が
開
催

で
き
、
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
喜
び
た
い
。 

 
                          

③
昨
１
年
間
、
た
し
ろ
応
援
の
取
組
み
、
各
地

区
で
の
安
保
法
廃
止
を
目
指
し
た
闘
い
。
④
Ｏ
Ｂ

会
結
成
２
０
年
、
組
織
分
裂
の
事
態
を
乗
り
越

え
、
会
員
の
努
力
に
よ
っ
て
今
日
が
あ
る
。
今
後

の
１
０
年
に
向
け
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
東
労
組
と

Ｏ
Ｂ
会
加
入
拡
大
、
組
織
の
発
展
に
向
け
た
取
り

組
み
。
⑥
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
反
対
の
裁
判
支

援
な
ど
、
健
康
に
留
意
し
楽
し
く
生
き
る
勇
気
を

も
ら
え
合
え
る
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
続
け
よ
う
。 

９
名
の
委
員
が
発
言 

（
長
岡
・
広
井
委
員
） 

長
岡
支
部
Ｏ
Ｂ
会
は
悠
久
山 

公
園
で
観
桜
会
を
開
催
し
た
。 

宴
会
中
、
幼
稚
園
児
の
一
団 

が
脇
を
通
っ
た
時
、
平
和
の
必
要
性
を
痛
感
じ

た
。
た
し
ろ
支
援
の
取
組
み
を
現
役
組
合
員
と
一

緒
に
家
宅
訪
問
す
る
な
ど
の
行
動
が
出
来
、
大
変

良
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
一
緒
の
活
動
が
実
現

せ
ず
残
念
だ
。 

（
直
江
津
・
新
部
委
員
） 

エ
ル
ダ
ー
会
員
か
ら
Ｏ
Ｂ 

会
退
会
の
声
を
聞
い
た
が
、 

「
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」
の
声
や
、
事
前
に
相
談
も

な
か
っ
た
。
現
役
の
支
部
、
分
会
の
関
わ
り
の
強

化
を
望
む
。 

（
新
津
・
豊
島
委
員
） 

 

首
都
圏
か
ら
新
潟
に
生
活
の 

場
を
移
し
て
１
年
、
多
く
の
会 

員
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
出
来
る
こ
と
を
考

え
活
動
し
て
い
る
。
初
め
て
車
両
清
掃
に
携
わ
っ 

   

 

惜
敗
！ 

 
当
選 

 

 

新
潟
・
山
形
県

と
も
獲
得
票
を

増
や
す
も
一
歩

及
ば
ず
！ 

森ゆうこ たしろかおる 
全
会
員
の 

応
援
・
ご
協
力
に 

感
謝
し
ま
す
！ 

 

 

参
議
院
選
挙 
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た
。
労
働
条
件
は
悪
い
が
労
働
者
の
原
点
を

見
た
。
エ
ル
ダ
ー
の
加
入
拡
大
実
現
は
労
組
の

活
発
な
活
動
の
中
で
実
現
を
。 

（
新
潟
・
小
竹
委
員 

組
織
脱
退
に
よ
り
新
発
田 

地
区
の
平
和
運
動
は
大
打
撃 

だ
っ
た
。
し
か
し
今
は
、
野 

党
や
市
民
団
体
が
結
集
し
、
活
動
が
出
来
る
ま

で
に
創
り
だ
し
て
き
た
。
今
後
は
東
労
組
と
の

連
携
を
強
め
た
い
。 

（
長
岡
・
大
久
保
委
員
） 

た
し
ろ
支
援
、
元
会
員
の 

遺
族
宅
訪
問
な
ど
考
え
つ
く 

こ
と
を
全
て
や
っ
て
き
た
。 

エ
ル
ダ
ー
終
了
時
に
退
会
し
て
し
ま
う
。
役

員
、
関
わ
る
側
の
問
題
大
き
い
。
サ
ー
ク
ル
活

動
の
関
係
で
Ｏ
Ｂ
会
に
加
入
し
て
く
れ
た
。
情

報
の
活
用
を
し
て
い
く
。 

（
新
潟
・
田
中
委
員
） 

分
会
Ｏ
Ｂ
会
で
「
日
帰
り 

の
湯
」
を
実
施
、
分
会
情
報 

を
発
行
し
、
組
織
強
化
に
結 

に
結
び
つ
け
て
い
る
。
た
し
ろ
選
挙
、
期
日
前

投
票
を
や
り
き
ろ
う
。 

（
直
江
津
・
武
田
） 

今
年
配
布
さ
れ
た
東
労 

組
カ
レ
ン
ダ
ー
に
Ｏ
Ｂ
会 

の
名
前
も
入
れ
て
ほ
し
い
。 

た
し
ろ
当
選
に
向
け
支
援
者
拡
大
の
取
組
み

を
最
後
ま
で
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

地
本
Ｏ
Ｂ
会 

春
の
ゴ
ル
フ
大
会
終
る
！ 

５
月
２
２
日
、第
１
０
回
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
大
新
潟
Ｃ
Ｃ
・
三
条
コ
ー
ス
に

於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、常
日
頃
の
精
進
の
た
ま
も

の
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
、
言
い
訳

の
出
来
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。初

め
て
の
参
加
者
３
名
と
、特
別
ゲ
ス
ト

３
名
の
参
加
を
頂
き
、総
勢
２
７
名
で

盛
大
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。各
ホ
ー

ル
で
の
プ
レ
ー
に
「
一
喜
一
憂
」
し
な

が
ら
も
、「
交
流
第
一
・
ス
コ
ア
―
第

二
」
の
気
持
ち
と
、
自
分
の
体
力
と
相

談
し
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
き

ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
、

賞
品
を
提
供
し
て
頂
い
た
地
方
本
部

と
鉄
道
信
用
組
合
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
、
ま
た
、
秋
に
会
い
ま
し
ょ
う
。 

成績は以下の通り（敬称略） 
        グロス ハンデ ネット 

優 勝 田村常夫 97  24,0 73,0 

準優勝 山崎次男 89  15,6 73,4 

３ 位 木村 満 97  22,8 74,2 

Ｂ Ｇ 渡辺和洋 82  3，6 78,4 

役職名   氏  名  所 属 

会 長   山崎 次男 新 潟 

副会長   細谷 邦彦 直江津 

〃    沖田 晴夫 長 岡 

〃    渡辺 文弘 新 潟 

事務長   高橋 信吾 新 潟 

事務次長  清田 正治 新 潟 

〃   木村  満 新 潟 

会計監査員 渡辺 忠男 新 潟 

〃   入澤 良一 長 岡 

ご来賓の皆さん 
本部ＯＢ会  古川会長 

新潟地本   稲垣委員長 

〃 ＯＢ担当 中田副委員長 

県連合高齢協 林事務局長 

佐藤県会議員 

たしろ真由美参議院議員夫人 

各支部ＯＢ会担当及び代表者    

（
新
潟
・
金
子
委
員
） 

渡
部
会
長
、
清
田
事
務
長 

が
今
回
で
退
任
す
る
と
聞
い 

た
、
厳
し
い
時
期
を
乗
り
越 

え
Ｏ
Ｂ
会
を
先
頭
で
創
っ
て
き
た
、
そ
の
頑
張

り
に
応
え
よ
う
。
本
部
情
報
等
で
エ
ル
ダ
ー
加

入
者
名
を
情
報
化
す
べ
き
。 

（
越
後
湯
沢
・
原
澤
委
員
） 

エ
ル
ダ
ー
会
員
に
情 

報
送
る
に
も
ど
こ
に
い
る 

の
か
不
明
が
多
く
、
苦
労 

す
る
。
加
入
に
際
し
「
魅
力
が
な
い
」「
鉄
道
Ｏ

Ｂ
会
に
加
入
し
て
い
る
か
ら
」
の
声
を
聴
く
。 

答 

弁 
※ 
カ
レ
ン
ダ
ー
、「
Ｏ
Ｂ
会
」
名
の
掲
載
に
努

力
す
る
。
尚
、
来
年
は
希
望
者
に
無
料
配
布

と
な
る
。 

 
 

 
 

（
本
部
古
川
会
長
） 

※ 

結
成
２
０
周
年
、
新
た
な
１
ぺ
ー
ジ
が
開

か
れ
た
総
会
に
な
っ
た
。 

※ 

エ
ル
ダ
ー
の
組
織
化
・ 

加
入
拡
大
の
取
組
み
は 

簡
単
で
は
な
い
。
出
さ 

れ
た
意
見
を
参
考
に
向 

こ
う
１
０
年
間
、
健
康
に
留
意
し
Ｏ
Ｂ
会
活

動
を
頑
張
ろ
う
。 

九
州
地
震
支
援
カ
ン
パ 

日
本
退
職
者
連
合
の
呼
び
か
け
に
応
じ
当
日
カ
ン

パ
を
取
組
み
、
総
額
３
３
５
２
３
円
集
ま
り
ま
し
た 

本
部
古
川
会
長
か
ら
連
合
に
納
め
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

退任された役員（敬称略） 

役職名  氏 名  所 属 

会 長 渡部 良司 長 岡 

事務長 清田 完二 新 潟 

会計監査員 清水 俊一 製造所 

長年ＯＢ会の先頭で指導・活動され、お

疲れ様でした。今後も健康で活躍される

ことを祈念します、 

    

   
清田事務長 

山崎新会長体制発足 

宜しくお願いします 

 

 山
崎
会
長 

渡
辺
副
会
長 

高
橋
事
務
長 

入
澤
監
査
委
員 


